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こんにちは！学生留学アドバイザーです。

2023年12月12日(火)に18:00から20:00まで毎年恒例「冬の国際交流パーティー」を開催しまし
た。感染拡大の観点から過去数年間オンラインで開催されていましたが、今年は4年ぶりの対面
開催となりました。

本イベントの主な開催目的は、日本人学生と留学生が交流する機会を提供することで、日本人

学生の留学や国際交流への関心を高め、留学生の学内でのコミュニティを広げることです。

今年度のテーマは、「STEP UP〜出会ったことのない自分に出会う〜」でした。制約の多かった
数年間を経て、再スタートの多い年となりました。4年ぶりの対面開催復活の本イベントでも、留
学や国際交流に対する不安を払拭して、新しい一歩を踏み出してもらいたいという思いが背景に

あります。

【イベントの内容】

参加者を班分けし、2種類のゲーム＋交流を行うグループワーク形式の企画をしました。それぞ
れの班のサポーターを学生留学アドバイザーの中から募りました。

● ゲームコンテン

①クイズ：世界の時事問題や早稲田に関するクイズを班対抗でおこないま

した。参加者の回答と順位がスクリーンに映し出されるKahootを用い、班
の代表がデバイスで回答を選択する形式としました。英語のスライドを用意

し、適宜に英語と日本語を使い問題を読み上げながら進行しました。

② 紙タワー：30枚の紙を使い、班ごとに10分以内に紙の塔を完成させま
す。一番高い塔を作った班とユニークな塔を作った班に賞を用意しました。

● 交流

班ごとの交流 :自己紹介 /班を超えた交流 :休憩、雑談タイム

留学生、日本人学生を各3人ずつテーブルに案内し、各班自己紹介やアイスブレークをし
てもらいました。企画が始まるまで、呼ばれたい名前、学年、学部/専攻、出身、好きなワ
セメシなどを伝え合い、親睦を促しました。休憩中は班を超えての交流を可能にしまし

た。「雑談の時間が有意義だった」という以前の参加者の声から、企画終了後は雑談タイ

ムを設けました。進行の結果として、約20分間の雑談タイムを設けることができました。

● 今回初の試み



①DJ：DJブースを設置し、DJにはパーティの最初から最後までの音源を担当してもらい
ました。選曲や、進行に合わせた音源の強弱も一任しました。DJの存在やブースがあっ
たこと自体、雰囲気を盛り上げる良い役割を果たしてくれました。

②バーテンダー：バーテンダーブースを設け、バーテンダーが計4種類のノンアルドリンク
を提供しました。色とりどりのドリンクは参加者に好評でした。想定以上のドリンク待ちの

列ができてしまったことは反省点ですが、複雑な作成工程ではなかったため、急遽ドリン

ク作成作業を分担して対応することができました。

③ビュッフェ：今年度は例年のピザとは異なり、ビュッフェ形式の食事を提供しました。

バーテンブースもあることから、より豪華さを演出することができました。デザート含め9種
類の品目を用意しました。60%の学生から食事・飲み物について「とても満足」「満足」の
回答を得ました。

（①DJブース）　　　　　（②バーテンダーブース）　　（③ビュッフェブース）

【参加人数とアンケート】　※参加者127人中(日本人63人、留学生64人）回答数69件
● 参加人数

参加人数は127人と、参加予定者151人（日本人73人、留学生78人）のうち84%の参加
率でした。留学センター職員と運営メンバーも含めると当日の参加者は合計157名でし
た。

内訳は、参加者127名、サポーター19名、司会(ファシリテーター）5名、DJ1名、バーテン
ダー1名、統括2名、留学センター職員2名でした。

サポーターに関して、募集開始時はコメンバー除き3名ほどしか集まりませんでした。途
中参加・退出でも柔軟に対応することを伝えることで、結果的にはコアメンバー21人とプ
ラスで7名に協力してもらうことが出来ました。ただ、フル参加できる人員が少ない分、当
初予定していた人班につき1名のサポーターを配置することが難しく、2-3班につき一人担
当を決める形になりました。



● 参加者アンケート結果

参加人数に対してアンケートの回答数が半分程度しか得られませんでした。パーティの

最後に全員が一斉に回答をする時間を設けたもののこのような結果になった理由として

は、(1)各班にサポーターを配置できなかったため回答の促進が甘かった、(2) フォーム
の不備があったため参加者を混乱させてしまった、が考えられます。

イベント全体の満足度について、「とても満足(Very Satsfied)」が24.6%、「満足(Satisfied)
」が60.9%で、特にイベント項目別では、雑談タイムが最も好評でした。アンケートフォー
ムの不備により、満足度の高かった企画の設問で紙タワーの項目がなくなっていたため

正確な結果が反映されていない可能性があります。記述欄で複数件、紙タワーが楽し

かったというコメントをいただきました。

満足感を得ることが出来た理由として、学部・学年・国籍をこえた交流が出来たことや、

ビュッフェやバーの工夫がよかったという声があがりました。

一方で、テーブルをまたいだ交流の機会が少なかった、人数に対して場所が狭くて窮屈

だった、留学生のみのテーブルがあり日本人学生と交流できず残念だった、食のニーズ

へのオプションがあると良い、という意見も出ました。次回以降これらの意見も踏まえてイ

ベント企画をしていきたいです。




